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鶴見大学短期大学部 歯科衛生科の出張講義 

貴校の教室で、歯科衛生士をめざす「学び」を体験してみませんか？ ―― 

鶴見大学短期大学部歯科衛生科では、教員が直接高等学校へお伺いして、歯科衛生士養成のための学

びの一端を、高校生向けにご紹介する『出張講義』を実施しております。 

これから進路を考える高校生の皆様に、本学で提供している「学び」を実際に体験していただくこと

により、歯科衛生士の職業理解や、必要となる知識・技能修得をめざす意欲の向上に寄与することが

できればと考えております。 

貴校の進路・進学指導の一助として、是非ご活用ください。 

 

お申込みから講義実施まで 

①右頁の「出張講義一覧」をご覧いただき、ご希望の講義をお決めください。 

 ◇ご不明な点がございましたら、お申込みいただく前に一度ご相談ください。 

  

②最終頁の「出張講義申込書」をコピーしていただき、必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてご送

信ください。又は、必要事項を任意の様式にご記載いただいた依頼文書をご郵送ください。 

 ◇任意の様式の場合、次の必要事項をお知らせください。 

  ●ご希望の講義名 ●ご希望日時 ●ご担当者名・連絡先（所在地及び電話番号） 

 ◇ご希望の講義名及びご希望日時は、第３希望までご提示願います。 

 ◇ご希望日の１か月前までにお申込みをお願いいたします。ただし、ご希望日が直近の場合でも、可能

な限り調整させていただきますので、まずは一度ご相談ください。 

  

③派遣する教員を調整し、折り返し本学よりご連絡いたします。 

 ◇お申込みからご連絡まで、１週間前後のお時間をいただくことをご承知置きください。 

 ◇授業・会議等の都合により、ご希望に沿えない場合がございますので、予めご了承願います。 

 ◇教員から使用機材等の要望があった場合は、別途ご相談させていただきます。 

  

④お約束の日時に教員を派遣いたします。 

 ◇当日は教員が直接ご担当者様宛にお伺いいたします。（当日、確認のご連絡等は割愛いたします。） 

 ◇交通費・謝金等は必要ございません。 

  

ご留意事項 

 ○本学の宣伝が主目的とならないようにいたしますが、本学における事例を一例としてご紹介する

ことや、本学の案内パンフレット等を資料として配付することにつきましては、予めご理解をお

願いいたします。（事前の資料送付にもご協力をお願いいたします。） 

 ○往復に半日以上要するご依頼は、お受けいたしかねる場合がございますのでご了承ください。 

 ○当日の天災・交通事情等により、やむを得ず派遣日時を変更又は取止める場合がございます。 

 



       出 張 講 義 一 覧 （2024 年 6 月現在） 

  

  

No. 講義タイトル 内　　容

1
拡がる歯科衛生士の活躍の場
～総合病院や訪問診療～

皆さんの歯科衛生士の仕事は歯科医師の診療の補助というイメージだと思います。実は三業
務といって他にも業務がある上に、最近では総合病院や訪問診療にも活躍の場が拡がってい
ます。

2
歯とお口の健康について
考えてみませんか？

歯を失う原因である“むし歯”と“歯周病”がどのような病気なのか、その発症、予防法などにつ
いてお話しします。健康で豊かな人生を過ごすために・・・。

3 お口のケアについて考えてみましょう
むし歯や歯周病からお口の健康を守るために、どのようなケアを行えばよいのでしょうか。実際
の口腔ケア方法、使用する道具についてお伝えします。

4 唾液（だえき）のお話
意外と知らない唾液のパワー。むし歯や歯周病の予防だけでなく、食べ物をおいしく食べるた
めに不可欠な唾液とお口の役割についてお話しします。

5 洗口液・洗口剤の活用法
お口の中の清掃に使用する洗口液・洗口剤は、広く一般の方に普及しています。洗口液・洗口
剤の使用目的、種類、使用方法、選び方などを一緒に考えていきましょう。

6 ムシバのハナシ
「むし歯にならないために歯を磨く」というのは知っているけど・・・。どうしてむし歯はできるの
か？どうやってむし歯と闘うのか？大切な歯を守るための話をしましょう！

7 大人むし歯って知っていますか？
むし歯は子どもだけの病気ではありません。大人のお口の中がどのような状態か、むし歯の予
防法についてもお伝えします。

8
こわ～い歯周病とその治療

－歯科衛生士の役割について－

「歯周病」という病気をご存じですか？歯周病についての解説とその治療法、そして歯周病の
予防や治療における歯科衛生士の役割についてお話したいと思います。若い時から歯周病予
防をはじめましょう！！

9
障害のある方の歯科治療
ー歯科衛生士ができることー

障害のある方は日々の暮らしの中で、私たちと物の見え方や感じ方が異なります。本講義で
はその違いを知り、診療の場でどのようにアプローチしているかをお伝えします。

10 歯が抜けたらどうなるの？
大切な歯を失ってしまったら・・・。今回は歯を失う理由と失った時に生じる問題点、その後の対
応法についてお話しします。

11 歯科衛生士とことば
歯科衛生士として働く上で必要な言葉遣いを考えてみましょう。敬語の使い方が理解出来てい
ますか。



  

出 張 講 義 申 込 書 

 

  年  月  日 

貴校名： 

所在地： 

ご担当者名： 

（役職：            ） 

TEL：    －    － 

FAX：    －    － 

ご希望日時 

第１希望 

  月   日（  ） 

  時  分 ～   時  分 

第２希望 

  月   日（  ） 

  時  分 ～   時  分 

第３希望 

  月   日（  ） 

  時  分 ～   時  分 

ご希望の講義名： 

第１希望 講義№（  ）講義名 

第２希望 講義№（  ）講義名 

第３希望 講義№（  ）講義名 

ご聴講予定の学年・人数：     年生（約    名） 貴校教職員の同席： あり ・ なし 

日時と講義のご希望について： 希望の日時を優先する  ・  希望の講義内容を優先する 

その他、ご要望等（ある場合は具体的にご記入ください。） 

 

 

 

▼お問合せ先 

鶴見大学・鶴見大学短期大学部 

入試センター  
〒２３０－８５０１ 

神奈川県横浜市鶴見区鶴見２－１－３ 

TEL ０４５－５８０－８２１９・８２２０（直通） 

FAX ０４５－５８０－８２９９ 

URL https://www.tsurumi-u.ac.jp 

            ホーム→「大学学部・短大部」→「短期大学部」→ 

（短期大学部の学科）「歯科衛生科」→「担当教員一覧」より、 

本学教員の研究業績がご覧いただけます。 

以下にご記入いただき、FAX にてご送信ください。 

（この頁を適宜コピーしてご利用ください。） 

鶴見大学短期大学部 

入試センター宛 

FAX ０４５－５８０－８２９９ 


